
事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 3

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 94100 社会教育推進事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2349 目 社会教育総務費

市長公約
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習成果の活用

Ｈ31目標

目的 ・社会教育の推進を図る 概要
・社会教育委員会議の開催
・社会教育推進事務

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
44.3％

43.2％ ↗

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 2,700
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

2,665 2,714 2,714 3302,384 1,799 △ 132

特定財源

国費　（ 

2,684 1,931 2,384

その他（ 

県費　（ 

2,714 2,714 3301,799 △ 132 2,665一般財源 2,684 1,931 2,384 2,384

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

社会教育推進事業 2,684 1,931 2,384 2,384 1,799 △ 132 2,714

・社会教育委員の本来のあり方について教育委員会との連携も踏まえ検討す
る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること

事業実績 ・社会教育委員会議の開催（6回） 事業実績 ・社会教育委員会議の開催（4回）
担当課

予算要求
ポイント

・地域づくりのための社会教育の推進

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・地域づくりのための社会教育の関わり方について検討する必要がある。 評価等 ・社会教育委員の本来のあり方について検討する必要がある。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・協働のまちづくりの取り組みを踏まえ、地域づくりのための社会教育の関わり方
について検討する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

12_生涯学習課_1 94100



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 4

4 1

2

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

・利用状況
　利用件数　6,205件（市民文化会館：1,350件、市公民館：4,855件）
　利用者数　257,129人（市民文化会館：117,148人、市公民館：139,981人）

・改修工事
　大ホール舞台設備改修工事
　非常用発電設備改修工事

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

・利用状況
　利用件数　6,126件（市民文化会館：1,342件、市公民館：4,784件）
　利用者数　261,704人（市民文化会館：123,413人、市公民館：138,291人）

・改修工事
　大小ホール照明設備改修工事
　大小ホール舞台設備改修工事
　外壁改修工事（繰越明許　88,000千円）

担当課
予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等

・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けた整備を行う必要がある。
・市民ニーズ、施設の利用状況、整備の緊急性等を踏まえた施設整備計画の見直しを行う必要がある。
・定期報告等に基づく施設整備計画の見直しを行う必要がある。

評価等

・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けた整備を行う必要がある。
・市民ニーズ、施設の利用状況、整備の緊急性等を踏まえた施設整備計画の見直しを行う必要がある。
・定期報告等に基づく施設整備計画の見直しを行う必要がある。

財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。
・計画的に整備を実施する。
・将来的な施設のあり方について検討する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・施設のより一層の利用促進を図る。
・計画的に整備を実施する。
・将来的な施設のあり方について検討する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

文化会館管理 129,728 129,109 235,788 235,788 146,930 17,821 121,216

一般財源 129,656 129,021 235,716 235,716

個票枝番 主な事業内容

72 90

121,216 121,216 △ 114,500

2 98 72 72 0

146,840 17,819 158,477

県費　（ 特定財源

国費　（ 

129,728 129,109 235,788

その他（ 使用料 72 88 72

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 123,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

158,575 121,288 121,288 △ 114,500235,788 146,930 17,821

目的 ・文化会館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化会館費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94200 文化会館管理事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_2 94200



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 1

3

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

・利用状況
　利用者数　93,990人
　公民館登録利用団体数　217団体

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営（14施設のうち5施設）

・利用状況
　利用者数　90,496人
　公民館登録利用団体数　206団体

・機械器具保守点検
　久々野公民館舞台設備保守点検

・施設整備工事
　久々野公民館、一之宮公民館、奥飛騨総合文化センター　修繕工事

担当課
予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けて、計画的に整備を行う必要がある。
・市が直営で管理する公民館の移譲等をすすめる必要がある。

評価等
・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けて、計画的に整備を行う必要がある。
・市が直営で管理する公民館の移譲等をすすめる必要がある。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

公民館管理 48,899 47,864 55,379 55,379 55,231 7,367 58,164

一般財源 48,049 47,067 54,529 54,529

個票枝番 主な事業内容

850 800

58,164 58,164 3,635

3 838 850 850 0

54,431 7,364 58,085

県費　（ 特定財源

国費　（ 

48,899 47,864 55,379

その他（ 使用料 850 797 850

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 53,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

58,923 59,014 59,014 3,63555,379 55,231 7,367

目的 ・公民館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 公民館費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94300 公民館管理事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_3 94300



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・施設の管理運営
　　各種講座等を実施
　　勤労青少年ホームと合わせて２１，１９７人が利用

事業実績
・施設の管理運営
　　各種講座等を実施
　　勤労青少年ホームと合わせて２２，４０３人が利用 担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。 評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

女性青少年会館管理 16,130 16,123 16,130 16,690 16,690 567 16,330

一般財源 16,116 16,105 16,116 16,676

個票枝番 主な事業内容

14 18

16,316 16,316 200

0 17 14 14 0

16,672 567 16,248

県費　（ 特定財源

国費　（ 

16,130 16,123 16,130

その他（ 使用料 14 18 14

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 16,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

16,265 16,330 16,330 20016,690 16,690 567

目的 ・女性青少年会館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94400 女性青少年会館管理事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_4 94400



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 1

9 4

4 3

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・施設の管理運営
　　各種講座等の実施
　　女性青少年会館と合わせて２１，１９７人が利用
・勤労青少年ホーム連絡会に対する助成

事業実績

・施設の管理運営
　　各種講座等の実施
　　女性青少年会館と合わせて２２，４０３人が利用
・勤労青少年ホーム連絡会に対する助成

担当課
予算要求
ポイント

・施設の管理運営

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。 評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

勤労青少年ホーム運営 4,205 4,205 4,205 4,205 4,205 0 4,205

一般財源 4,205 4,205 4,205 4,205

個票枝番 主な事業内容

4,205 4,205 04,205 0 4,205

県費　（ 特定財源

国費　（ 

4,205 4,205 4,205

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 4,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

4,205 4,205 4,205 04,205 4,205 0

目的 ・勤労青少年ホームを活用した各種事業等の実施により、青少年の健全育成を図る。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2349 目 女性青少年推進費

市長公約
款 教育費 個別分野 労働

項 社会教育費 施策概要 勤労者支援の充実

Ｈ31目標

事業名 94405 勤労青少年ホーム運営事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 産業・労働

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_5 94405



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・青少年健全育成活動
　　青少年育成推進員研修会
　　　　１回目　平成２７年５月　１日　１９名
　　　　２回目　平成２８年２月　４日　２４名
・青少年健全育成団体の活動に対する支援

事業実績

・青少年健全育成活動
　　青少年育成推進員研修会
　　　　１回目　平成２８年４月２２日　２８名
　　　　２回目　平成２９年２月　２日　１９名
・青少年健全育成団体の活動に対する支援

担当課
予算要求
ポイント

・青少年健全育成団体の支援等と通じて、健全な青少年を育成する。

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・青少年健全育成団体活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について検討する必要がある。 評価等 ・青少年健全育成団体活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について検討する必要がある。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・青少年健全育成団体等全市的な組織とまちづくり協議会とのかかわりの中で、
より良い活動ができるよう支援していく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・青少年健全育成団体等全市的な組織とまちづくり協議会とのかかわりの中で、
より良い活動ができるよう支援していく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

青少年健全育成事業 2,640 2,515 2,630 2,619 2,552 37 2,630

一般財源 2,640 2,515 2,630 2,619

個票枝番 主な事業内容

2,630 2,630 02,552 37 2,615

県費　（ 特定財源

国費　（ 

2,640 2,515 2,630

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 2,600
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

2,615 2,630 2,630 02,619 2,552 37

目的 ・青少年健全育成団体の支援等を通じて、健全な青少年を育成する。 概要
・青少年健全育成活動
・青少年健全育成団体の活動に対する助成

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94410 青少年健全育成事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_6 94410



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 6

9 1

4 5

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・女性団体の活動に対する支援
　　団体の活動の他、県総会・県研修大会・飛騨地区研究交流集会に参加

事業実績
・女性団体の活動に対する支援
　　団体の活動の他、県総会・県研修大会・飛騨地区研究交流集会に参加 担当課

予算要求
ポイント

・女性の視点から身近な暮らしの中の問題を解決することを目指して活動してい
る女性団体の育成を図る。

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・女性団体活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について引き続き検討する必要がある。 評価等 ・女性団体活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について引き続き検討する必要がある。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・女性団体が継続して活動できるよう支援していく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・女性団体が継続して活動できるよう支援していく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

女性団体育成事業 190 162 190 190 163 1 240

一般財源 190 162 190 190

個票枝番 主な事業内容

240 240 50163 1 240

県費　（ 特定財源

国費　（ 

190 162 190

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

240 240 240 50190 163 1

目的
・女性の視点から身近な暮らしのにおける問題解決を目指して活動している女性団体
の育成を図る。

概要 ・女性団体の活動に対する助成

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 協働

項 社会教育費 施策概要 男女共同参画社会の実現

Ｈ31目標

事業名 94415 女性団体育成事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 協働・行政

根拠計画

12_生涯学習課_7 94415



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績 ・１２中学校区で実行委員会を組織し、式典を開催 事業実績 ・１２中学校区で実行委員会を組織し、式典を開催
担当課

予算要求
ポイント

・12会場での「新成人を祝うつどい」の開催経費

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・より有意義な成人式となるよう、開催手法等について、実行委員会等と協議する必要がある。 評価等 ・より有意義な成人式となるよう、開催手法等について、実行委員会等と協議する必要がある。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・前年度の実施状況を踏まえ「新成人を祝うつどい」を開催する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・前年度の実施状況を踏まえ「新成人を祝うつどい」を開催する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

新成人を祝うつどいの開催 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 0 3,000

一般財源 3,000 3,000 3,000 3,000

個票枝番 主な事業内容

14

3,000 3,000 0

14

2,986 △ 14 3,000

県費　（ 特定財源

国費　（ 

3,000 3,000 3,000

その他（ 雑入

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 3,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

3,000 3,000 3,000 03,000 3,000 0

目的 ・「新成人を祝うつどい」を開催する。 概要 ・１２中学校区で実行委員会を組織し、式典を開催

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 女性青少年推進費

市長公約
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94420 成人式開催事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_8 94420



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 1

5

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

　利用状況
　・蔵書数　327,485点
　・利用登録者数　55,123人
　・貸出利用者数　179,333人
　・貸出点数　536,959点

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営

　利用状況
　・蔵書数　330,093点
　・利用登録者数　56,603人
　・貸出利用者数　168,860人
　・貸出点数　500,068点

担当課
予算要求
ポイント

・施設の適正な運営と維持管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・利用者のニーズに応じた資料の購入や配本、レファレンスサービスの向上など、施設のより一層の利用
促進を図る必要がある。

評価等
・利用者のニーズに応じた資料の購入や配本、レファレンスサービスの向上など、施設のより一層の利用
促進を図る必要がある。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

図書館管理事業 191,080 190,507 178,880 178,880 178,705 △ 11,802 179,380

一般財源 191,080 190,472 178,880 178,880

個票枝番 主な事業内容

26

179,380 179,380 500

△ 9 10

178,679 △ 11,793 185,991

県費　（ 特定財源

国費　（ 

191,080 190,507 178,880

その他（ 使用料、雑入 35

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 176,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

186,001 179,380 179,380 500178,880 178,705 △ 11,802

目的 ・図書館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

図書館来館者数（年間） 444,296人 412,455人 470,000人

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 図書館費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94500 図書館管理事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画

12_生涯学習課_9 94500



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 4

4 2

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

◎ 2

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・高山市文化芸術振興激励金：12名
・文化振興事業支援補助金：17件 事業実績

・高山市文化芸術振興激励金：13名
・イタリアのクレモナ市において、春慶弦楽器の里帰り演奏会を実施。
　クレモナ市との文化交流、高山市への観光誘客、地場産業のPRを行った。
・文化振興事業支援補助金：17件
・全国削ろう会飛騨高山大会への助成。
　2日間で延べ8,000人が来場

担当課
予算要求
ポイント

・文化芸術の振興
・市民の自主的な文化芸術活動への支援
・市民の笑顔と地域の活力を生む飛騨高山応援ソングの創作

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・市民の文化芸術活動に対する支援のあり方等について検討する必要がある 評価等 ・市民の文化芸術活動に対する支援のあり方等について検討する必要がある
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査
・飛騨高山応援ソングの創作に必要な経費を計上

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・文化芸術振興指針に基づき事業を実施する。
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・文化芸術振興指針に基づき事業を実施する。
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

630

H29完了予定

飛騨春慶弦楽器学校訪問演奏会

飛騨高山応援ソング発表会 2,000 上田正樹氏が手掛ける飛騨高山応援ソング

全国削ろう会飛騨高山大会に対する助成 0 0 1,500 1,500 1,500 1,500 0

文化活動に対する助成 6,072 4,857 6,800 6,400 4,402 △ 455 6,800

査定額 説明

飛騨春慶弦楽器イタリア演奏会（市制施行８０周年記念事業） 0 0 6,000 6,400 6,399 6,399 0

一般財源 8,520 6,734 13,620 13,862

個票枝番 主な事業内容

2,400 3,160

10,220 10,220 △ 3,400

3,160 800 800 △ 1,600

10,456 3,722 10,994

県費　（ 特定財源

国費　（ 

8,520 6,734 16,020

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 2,400

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 8,500
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

10,994 11,020 11,020 △ 5,00016,262 13,616 6,882

文化振興支援事業費

目的
・文化芸術の振興を図る
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する

概要
・文化振興事務
・文化芸術活動への支援

159団体 149団体 180団体

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
56.3％

50.6％ ↗

「文化芸術分野」の公民館登録団体数

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 文化振興費

市長公約
子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術活動の促進

Ｈ31目標

事業名 94600 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針
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主要事業個票（平成29年度予算、平成28年度決算）

☑ □ 1

□ □ 9

□ 4

□ 6

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H27決算（Do・Check）　H28.8時点 （千円） [参考] H28当初予算(Action)　H28.3時点 （千円） H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） H29当初予算（Action）　H29.3時点 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了

[事業内容]

・ヴァイオリン製作者表敬訪問
・クレモナ市長表敬訪問
・飛騨春慶弦楽器イタリア演奏会
・在ミラノ日本国総領事館表敬訪問

[事業実績]

・イタリアのクレモナ市において、飛騨春慶弦楽器の里帰り演奏会を実
施。クレモナ市との文化交流の推進、高山市への観光誘客、地場産業の
PRを行った。

[評価]

・ヴァイオリン製作者表敬訪問
　ヴァイオリン製作者であるリカルド・ベルゴンツィ氏を表敬訪問。楽器の
状態について非常に良い評価を受けた。

・クレモナ市長表敬訪問
　高山市と交流を進めていきたいとの意向を確認した。また、今後は、具
体的にどの分野で交流することが有意義であるか協議を進める必要が
あるとの意見をいただいた。

・飛騨春慶弦楽器イタリア演奏会
　飛騨春慶弦楽器演奏、高山の観光および地場産業等のPRを実施。弦
楽器の音色や、奏者の高い技術を称賛する声を多くいただいた。

・在ミラノ日本国総領事館表敬訪問
　今後の交流の在り方について、両市の共通点である農産物や畜産分
野での交流を図ることについて提言いただいた。

[事業内容]

[スケジュール]

・ヴァイオリン製作者表敬訪問（12/11）
・クレモナ市長表敬訪問（12/11）
・ 飛騨春慶弦楽器イタリア演奏会（12/12）
・在ミラノ日本国総領事館表敬訪問（12/13）

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

・今後の春慶弦楽器の活用に
関しては、訪問演奏会の実施な
ど、市内での活用を進める。

維持・改善

拡大 拡大

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 6,000 対前年度増減額（決算） 6,399

決算額 決算額 6,399

対前年度増減額（当初予算）

補正等 補正等 400
予算額

当初 6,000

繰越

主な経費
・演奏会謝礼
・旅費
・公演委託料

繰越

最終 最終 6,400

目的
・文化芸術の振興を図る。
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する。

概要 ・飛騨春慶弦楽器の生誕の地での里帰り演奏会を実施し、クレモナ市との文化交流の推進に寄与するとともに、高山市への観光誘客、地場産業のPRを行う。

予算額

当初 予算額 当初 6,000 予算額 当初

主な経費

0

内線 2350

目 文化振興費 作成年月 Ｈ29.8

社会教育費
枝番・内容 1 飛騨春慶弦楽器イタリア演奏会（市制施行80周年記念事業）

その他重要事業 項

事業名 94600 文化振興支援事業費

区分

H28新規 H29新規

予算

会計 一般会計
担当課 市民活動部　生涯学習課

H28拡充 H29拡充 款 教育費
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主要事業個票（平成29年度予算、平成28年度決算）

☑ □ 1

□ □ 9

□ 4

□ 6

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H27決算（Do・Check）　H28.8時点 （千円） [参考] H28当初予算(Action)　H28.3時点 （千円） H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） H29当初予算（Action）　H29.3時点 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了

[事業内容]

・全国削ろう会飛騨高山大会の開催助成

[事業実績]

・日　時　平成28年5月14日（土）　～15日（日）
・会　場　飛騨・世界生活文化センター
・参加者 8000名

[評価]

・開催前に、「飛騨の匠の技・こころ－木とともに、今に引き継ぐ1300年
－」が日本遺産へ登録されたことを受け、内外の関心も高く、建築・木工
分野の振興につながる機会となった。
・会場内での伝統工芸の展示、左官体験、フラワーアート体験など、伝統
工芸への関心を高め、文化振興に資する大会でもあった。

[事業内容]

[スケジュール]

・平成28年5月14日（土）　～15日（日）全国削ろう会 飛騨高山大会

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

平成28年度単年度事業 維持・改善

拡大 拡大

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,500 対前年度増減額（決算） 1,500

決算額 決算額 1,500

対前年度増減額（当初予算）

補正等 補正等 0
予算額

当初 1,500

繰越

主な経費 補助金

繰越

最終 最終 1,500

目的
・文化芸術の振興を図る。
・市民の自主的な文化芸術活動を支援する。

概要 「第32回全国削ろう会飛騨・高山大会」への助成。

予算額

当初 予算額 当初 1,500 予算額 当初

主な経費

0

内線 2350

目 文化振興費 作成年月 Ｈ29.8

社会教育費
枝番・内容 2 全国削ろう会飛騨高山大会に対する助成

その他重要事業 項

事業名 94600 文化振興支援事業費

区分

H28新規 H29新規

予算

会計 一般会計
担当課 市民活動部　生涯学習課

H28拡充 H29拡充 款 教育費
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 4

4 1

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・飛騨高山臥龍桜日本画大賞展
　応募状況　一般の部：253点
　　　　　　　　 小中学生部門：450点
　来場者数　2,018人

・高山市美術展覧会
　応募状況　一般の部：8部門　265点
　　　　　　　  青年の部：3部門　79点
　来場者数　7,182人

事業実績

・飛騨高山国際現代木版画トリエンナーレ（第一次審査まで）
　応募状況　一般部門：38の国と地域から542点
　　　　　　　　小中学生部門：市内小中学校から276点

・高山市美術展覧会
　応募状況　一般の部：8部門　263点
　　　　　　　　青年の部：3部門　86点
　来場者数　7,432人

担当課
予算要求
ポイント

・美術展覧会の開催
　高山市美術展覧会
　飛騨高山国際現代木版画トリエンナーレ

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・より多くの市民に親しまれる展覧会等となるよう、あり方等について検討する必要がある。
・市有美術品の活用を図る必要がある。

評価等
・より多くの市民に親しまれる展覧会等となるよう、あり方等について検討する必要がある。
・市有美術品の活用を図る必要がある。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・美術展覧会等の開催を通じて、文化芸術の振興を図る。
・実施方法の見直し等、美術展覧会のあり方について検討する。
・市有美術品の有効活用を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・美術展覧会等の開催を通じて、文化芸術の振興を図る。
・実施方法の見直し等、美術展覧会のあり方について検討する。
・市有美術品の有効活用を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

市美術展 2,000 1,732 2,000 2,000 1,872 140 2,000

査定額 説明

飛騨高山国際現代木版画展 0 0 900 900 719 719 5,820

一般財源 7,067 6,629 3,300 3,279

個票枝番 主な事業内容

600 397

7,120 7,120 3,820

△ 1,173 100 1,700 1,700 1,100

2,774 △ 3,855 10,017

県費　（ 特定財源

国費　（ 

8,967 8,199 3,900

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金、文化振興事業雑入 1,900 1,570 600

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 9,600
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

10,117 8,820 8,820 4,9203,879 3,171 △ 5,028

目的 ・美術展覧会等の開催を通じて、文化芸術の振興を図る。 概要
・公募美術展の開催
・市有美術品の保存、展示

市の公募美術展への出品点数（年間） 1,048点 1,167点 1,520点

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
56.3％

50.6％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化振興費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94605 美術展覧会等開催事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 4

4 1

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・市民文化芸術鑑賞事業：11回　累計6272名来場
・小学校芸術鑑賞事業：小学校4年生（音楽）901名、小学校6年生（観劇）908名
・子ども夢創造事業：ワークショップ 延べ700名参加
　　　　　　　　　　　　 コンサート　　　　　　85名参加、観客850名

事業実績
・市民文化芸術鑑賞事業：10回　累計5,750名来場
・小学校芸術鑑賞事業：小学校4年生（音楽）928名、小学校6年生（観劇）851名
・子ども夢創造事業：「わたしも一日芸大生」6コース、77名参加 担当課

予算要求
ポイント

・優れた文化芸術にふれる機会の充実
　市民文化芸術鑑賞事業
　小学校芸術鑑賞事業
　子ども夢創造事業（文化芸術）

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・子どもたちが文化芸術を通じて将来の夢を育むことができるような事業展開が必要である。 評価等 ・子どもたちが文化芸術を通じて将来の夢を育むことができるような事業展開が必要である。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査
・日本舞踊公演会開催等にかかる経費を計上

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・優れた文化芸術にふれる機会の充実を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・優れた文化芸術にふれる機会の充実を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

子ども夢創造事業（文化芸術ワークショップ） 1,000 1,000 1,000 900 896 △ 104 1,000

小学校芸術鑑賞事業 2,040 2,006 2,040 1,920 1,869 △ 137 2,070

査定額 説明

市民文化芸術鑑賞事業 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 0 37,000

一般財源 33,050 33,006 33,120 32,900

個票枝番 主な事業内容

40,080 40,080 6,960

5,300

32,849 △ 157 34,671

県費　（ 特定財源

国費　（ 

33,050 33,006 33,120

その他（ 文化振興事業雑入

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 33,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

39,971 40,080 40,080 6,96032,900 32,849 △ 157

目的 ・優れた文化芸術にふれる機会の充実を図る。 概要
・小学校芸術鑑賞事業の開催
・市民文化芸術鑑賞事業の開催
・子ども夢創造事業の実施

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
56.3％

50.6％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 文化振興費

市長公約
子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94610 文化芸術鑑賞事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

12_生涯学習課_14 94610



事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 4

4 1

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・指定管理者による施設の管理運営
　利用状況
　利用者数　2,914人

事業実績
・指定管理者による施設の管理運営
　利用状況
　利用者数　2,926人 担当課

予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある 評価等 ・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・施設のより一層の利用促進を図る。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

文化伝承館管理 3,760 3,751 3,760 3,760 3,751 0 3,760

一般財源 3,760 3,751 3,760 3,760

個票枝番 主な事業内容

3,760 3,760 03,751 0 3,751

県費　（ 特定財源

国費　（ 

3,760 3,751 3,760

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 3,800
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

3,751 3,760 3,760 03,760 3,751 0

目的 ・文化伝承館の適正な管理運営により、市民の利用を促進する。 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
56.3％

50.6％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化振興費

市長公約
・子どもからお年寄りまでのすべての市民の皆さんが、社会活動やまちづくりに参
加できる機会を提供し、刺激といきがいに満ちた暮らしの中で、人間力が向上で
きる取り組みを進めます。

款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術に親しむ機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94620 文化伝承館管理事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 4

4 2

6

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 94630 飛騨高山文化芸術祭開催事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画、文化芸術振興指針

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 文化振興費

市長公約 ・市民が主役で参加する「飛騨高山文化芸術祭」を継続します。
款 教育費 個別分野 文化芸術

項 社会教育費 施策概要 文化芸術活動の促進

Ｈ31目標

目的 ・市民が主役の文化芸術の創造・振興を図る。 概要 ・飛騨高山文化芸術祭の開催

「文化芸術を鑑賞したり、活動が支援されて発表したりで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
56.3％

50.6％ ↗

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 0
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

50,000 43,131 34,971

特定財源

国費　（ 

10,000 8,160 50,000

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 20,520

県費　（ 

20,520 22,030 22,030

21,101 12,941一般財源 10,000 8,160 29,480 29,480

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

飛騨高山文化芸術祭 10,000 8,160 50,000 50,000 43,131 34,971

・飛騨高山文化芸術祭を振り返り、課題等の洗い出し、次回開催に向けた検討を
進める。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

事業実績
・飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2016プレイベントを開催
　オープニング
　実行委員会プロジェクト（6件）

事業実績

飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2016を開催
「ときめき」をテーマに実施
　オープニング・クロージング
　実行委員会プロジェクト（19件）
　市民提案プロジェクト（8件）
　市民応援プロジェクト（20件）

担当課
予算要求
ポイント

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・文化芸術振興の象徴的なイベントとして、市民一人ひとりが主役の文化芸術祭とする。
・実施内容の成果、課題を洗い出し、より効果的な開催への分析と検証が必要である。

評価等
・文化芸術振興の象徴的なイベントとして、市民一人ひとりが主役の文化芸術祭とする。
・実施内容の成果、課題を洗い出し、より効果的な開催への分析と検証が必要である。 財務部

査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・広く市民等への啓発を行い、飛騨高山文化芸術祭（本イベント）を開催し、文化
芸術の振興を図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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主要事業個票（平成29年度予算、平成28年度決算）

□ □ 1

☑ □ 9

□ 4

□ 6

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H27決算（Do・Check）　H28.8時点 （千円） [参考] H28当初予算(Action)　H28.3時点 （千円） H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） H29当初予算（Action）　H29.3時点 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了

[事業実績]

・オープニング
　日時　平成27年9月5日（土）
　場所　市民文化会館大ホール
　内容　コンサート
　来場者数　700人

・実行委員会プロジェクト　6件

[評価]

・広く市民等への啓発を行い、本イベントにつながるよう、市民の関心や
気持ちを盛り上げるための催しを展開できた。

[事業内容]

・オープニング・クロージング
・実行委員会プロジェクト　20件
・市民提案プロジェクト　15件

[事業実績]

・オープニング
　日時　平成28年4月24日（日）
　場所　市民文化会館大ホール
　内容　弦楽器コンサート
　　　　　トークセッション（ゲスト：宮川俊二氏、菊池桃子氏）
　　　　　ミュージカルコンサート
　来場者数　1,000人

・実行委員会プロジェクト　19件
・市民提案プロジェクト　8件
・市民応援プロジェクト　20件

・クロージング
　日時　平成29年3月5日（日）
　場所　市民文化会館小ホール
　内容　振り返り映像
　　　　　サンドアート
　　　　　コンサート
　来場者数　400人

[評価]
・いにしえより連綿と受け継がれてきた歴史や文化芸術にふれる機会の
提供と次世代へとつなぐ新たな文化芸術の創造など、文化芸術振興の
象徴的なイベントとして、市民一人ひとりが主役の文化芸術祭として四季
を通じ開催できた。

[事業内容]

　次回開催に向けた検証

[スケジュール]
　H28年4月　オープニング
　一年を通じてイベント開催
　H29年3月　クロージング

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

・次回開催に向けた事業の枠
組みと事業主体を整理し、開催
方法、実行委員会のあり方など
を検討する。

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

・次回開催に向けた事業の枠
組みと事業主体を整理し、開催
方法、実行委員会のあり方など
を検討する。

維持・改善

拡大 拡大

△ 50,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 8,160 対前年度増減額（当初予算） 40,000 対前年度増減額（決算） 34,971

決算額 8,160 決算額 43,131

対前年度増減額（当初予算）

補正等 0 補正等 0
予算額

当初 50,000

繰越 0

主な経費 実行委員会負担金

繰越

最終 10,000 最終 50,000

目的 ・市民が主役の文化芸術の創造・振興を図る。 概要 ・飛騨高山文化芸術祭の開催

予算額

当初 10,000 予算額 当初 50,000 予算額 当初 0

主な経費

0

内線 2350

目 文化振興費 作成年月 Ｈ29.8

社会教育費
枝番・内容 1 飛騨高山文化芸術祭

その他重要事業 項

事業名 94630 飛騨高山文化芸術祭開催事業費

区分

H28新規 H29新規

予算

会計 一般会計
担当課 市民活動部　生涯学習課

H28拡充 H29拡充 款 教育費
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 1

9

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・生涯学習講座の開催（11回、1,004人参加）
・子ども夢創造事業の実施（8回、1,146人参加）
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営（学生数76人、新規入学者数20人）

事業実績
・生涯学習講座の開催（11回、730人参加）
・子ども夢創造事業の実施（9回、1,014人参加）
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営（学生数86人、新規入学者数12人） 担当課

予算要求
ポイント

・学習機会の提供
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営
・子ども夢創造事業（科学）の実施

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・自己研鑽のための学習だけでなく、地域づくりにつながる学習機会を提供する必要がある。
・子どもたちが科学やものづくりを通じて将来の夢を育むことができるような事業展開が必要である。

評価等
・自己研鑽のための学習だけでなく、地域づくりにつながる学習機会を提供する必要がある。
・子どもたちが科学やものづくりを通じて将来の夢を育むことができるような事業展開が必要である。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・生涯学習機会の提供と充実を図る。
・子ども夢創造事業を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・生涯学習機会の提供と充実を図る。
・子ども夢創造事業を実施する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

生涯学習講座の開催 2,500 2,144 2,500 1,951 218 △ 1,926 500

放送大学高山学習センター運営 700 669 700 735 733 64 700

査定額 説明

子ども夢創造事業（科学） 1,000 908 1,000 965 622 △ 286 1,000

一般財源 4,226 3,751 4,200 4,912

個票枝番 主な事業内容

2,200 2,200 △ 2,0002,833 △ 918 1,663

県費　（ 特定財源

国費　（ 

4,226 3,751 4,200

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 4,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

1,663 2,200 2,200 △ 2,0004,912 2,833 △ 918

目的 ・生涯学習機会の提供と充実を図る。 概要
・生涯学習講座の開催
・子ども夢創造事業の実施
・放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営

生涯学習講座参加者数（年間） 1,004人 730人 1,100人

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
44.3％

43.2％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2349 目 生涯学習推進費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94900 生涯学習推進事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 2

9

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・家庭教育講座の開催支援
　　市・学校・ＰＴＡ等で２２４回の講演会等を開催。うち、「学ぶＰＴＡ」を１２校で実施
・高山市ＰＴＡ連合会の活動に対する助成

事業実績
・家庭教育講座の開催支援
　　市・学校・ＰＴＡ等で２４１回の講演会等を開催。うち、「学ぶＰＴＡ」を１３校で実施
・高山市ＰＴＡ連合会の活動に対する助成 担当課

予算要求
ポイント

・家庭や地域とのかかわりの中で教え学びあえるつながりのある家庭教育の実
施
・ＰＴＡが行う地域の絆を深め子どもたちを見守る活動の支援

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・家庭教育の充実を求める市民ニーズに対応した家庭教育のあり方について、引き続き検討する必要が
ある。
・ＰＴＡ活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について引き続き検討する必要がある。

評価等
・家庭教育の充実を求める市民ニーズに対応した家庭教育のあり方について、引き続き検討する必要が
ある
・ＰＴＡ活動の更なる充実に向け、支援のあり方等について引き続き検討する必要がある。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・まちづくり協議会で行う家庭教育と連携する仕組みについて検討する。
・ＰＴＡがまちづくり協議会の中でより良い活動ができるよう支援する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・まちづくり協議会で行う家庭教育と連携する仕組みについて検討する。
・ＰＴＡがまちづくり協議会の中でより良い活動ができるよう支援する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

ＰＴＡ活動に対する助成 360 360 360 360 360 0 360

家庭教育講演会 300 217 300 300 216 △ 1 300

査定額 説明

家庭教育講座 900 457 900 900 413 △ 44 900

一般財源 1,760 1,199 1,760 1,760

個票枝番 主な事業内容

1,760 1,760 01,112 △ 87 1,792

県費　（ 特定財源

国費　（ 

1,760 1,199 1,760

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 1,700
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

1,792 1,760 1,760 01,760 1,112 △ 87

目的
・家庭や地域とのかかわりの中で教え学びあえるつながりのある家庭教育を実施する。
・ＰＴＡが行う、地域の絆を深め子どもたちを見守る活動を支援する。

概要
・家庭教育講座の開催
・ＰＴＡ連合会の活動に対する支援

家庭教育に関する各種学習機会への参加者数（年間） 21,666人 39,078人 38,000人

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
44.3％

43.2％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2350 目 生涯学習推進費

市長公約 日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めます。
款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 家庭や地域を大切にする意識の高揚

Ｈ31目標

事業名 94910 家庭教育充実事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 3

9 2

4 1

9

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営（3施設）

・利用状況
　利用者数　42,003人

・備品購入
　国府文化ホール　イス他

事業実績

・指定管理者による施設の管理運営（3施設）

・利用状況
　利用者数　40,244人

・改修工事
　丹生川文化ホール外壁改修工事
　丹生川文化ホール冷温水発生機オーバーホール工事

・備品購入
　飛騨プラネタリウム　空調機　3台

担当課
予算要求
ポイント

・施設の適正な管理

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けて、計画的に整備を行う必要がある。

評価等
・施設のより一層の利用促進を図る必要がある。
・施設の利便性の向上や安全性の確保に向けて、計画的に整備を行う必要がある。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・施設のより一層の利用促進を図る。
・計画的に整備を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・各種事業の枠組みと事業主体の整理を検討すること。

・施設のより一層の利用促進を図る。
・計画的に整備を実施する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

0

施設改修工事 0 0 12,000 20,000 19,008 19,008 0

査定額 説明

指定管理委託 33,882 33,882 34,430 34,430 34,387 505 34,390

一般財源 34,472 34,410 54,320 62,320

個票枝番 主な事業内容

10 17

34,880 34,880 △ 19,440

0 12 10 10 0

58,404 23,994 35,362

県費　（ 特定財源

国費　（ 

34,482 34,427 54,330

その他（ 使用料 10 17 10

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 37,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

35,374 34,890 34,890 △ 19,44062,330 58,421 23,994

目的 ・生涯学習施設の適正な管理運営により、市民の利用を促進する 概要 ・指定管理者による施設の管理運営

「生涯学習に取り組む機会や学習成果を活かすことがで
きる環境が整っている」と感じている市民の割合

(H26)
44.3％

43.2％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民活動部　生涯学習課 内線 2361 目 生涯学習推進費

市長公約
・日常生活における潤いやいきがいの創出に繋がる生涯学習の充実に努めま
す。

款 教育費 個別分野 生涯学習

項 社会教育費 施策概要 学習機会の充実

Ｈ31目標

事業名 94920 生涯学習施設等管理事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 教育・文化

根拠計画 高山市教育振興基本計画
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